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研究成果の概要（和文）：　国内の大学を対象にeポートフォリオの利用状況を調査した。また、学内のシステムの利
用状況を調査すると、授業に深く関連づけたキャリアポートフォリオは、年間を通して利用されているが、その結果を
踏まえつつ、eポートフォリオの大学での活用促進方法について研究を行った。
　教職履修カルテの必要な資質能力について５段階による自己評価を例にして、アドバイザーの支援環境のための自己
評価の検証方法について研究を行った。履修科目のシラバスの到達目標と同指標を紐付けることにより、成績と自己評
価を対比させることで自己評価の検証を半自動的した。また学習ポートフォリオから自動生成する教職履修カルテの精
度も検証した。

研究成果の概要（英文）：IIn this research, we investigated the e-portfolio system usage at Japanese 
universities.When we surveyed the e-portfolio system at Soka University, career portfolio was highly used 
due to connection with class curriculum.
With this in mind, we looked into the support system for the academic advisers to assess students’ 
self-evaluation. Students were asked to self-evaluate at 5 levels on the abilities/skills as a teaching 
profession.We performed semi-automatic assessment to see the correlation between grades and 
self-evaluation. We also made sure that the grades had direct relationship with learning outcomes which 
syllabus stated. We also inspected the precision of the teaching profession study record which was formed 
from a learning portfolio automatically.

研究分野： 教育工学

キーワード： 電子ポートフォリオ
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１．研究開始当初の背景 
アカデミックアドバイザー（以下、アドバ

イザーという）制度が多くの大学に導入され
ている。困難な状況や問題が発生した際に、
アドバイザーに主体的に相談する学生はよ
いが、そうでない場合には、詳細に学生をモ
ニタリングする手段が限られ、多くの場合に
はセメスター終了後の成績でしか、学生の状
況を推し量ることができない。 
そこで学習状況の記録、受講する科目毎の

目標設定や振り返りの記録を行う電子ポー
トフォリオを各大学が導入している。また学
習面の記録だけでなく生活面も記録する学
生生活ポートフォリオや就職指導のための
キャリアポートフォリオの導入もはじまっ
ている。これらは大学の特長に合致させた独
自システムを構築したもの、或いは最近発売
された商用システムを各大学の状況に合わ
せて改修したものである。現状では標準的な
システムやその運用方法も存在していると
は言えない。またポートフォリオ上の記録は、
教育の質保証の観点から大学教育のアセス
メントに活用できるが、実際に組織的に活用
できている事例は少ない。 
本学でも 07 年度から検討をはじめて、08 

年度に申請者が中心となって電子ポートフ
ォリオシステムを開発した。09 年度に 2 学
部をモデル学部として導入し、10 年度からは
全学導入を行った。本システムには科目毎の
学習記録、1 週間毎の学習や生活状況の記録、
教員の面談記録、学生の基本情報、キャリア
に関わる記録を集約できる。 
教員に対しては本学では教員ポートフォ

リオを 2005 年から導入している。しかしな
がら、資料の収集や講義の振り返りに時間が
かかる。そこで教員が必要な情報をその都度
ＬＭＳ上に記入すれば、教員ポートフォリオ
を作成に必要な資料が得られる仕組みを目
指している。現在、学生による授業アンケー
トの結果に対するコメントの記入からはじ
め、本年度中に、毎回の授業に対する教員の
コメント、講義全体の振り返りの記入を促す
システムを開発する。教員と学生のポートフ
ォリオを比較することで、それぞれの意図す
るものが何かを比較できる。 
２．研究の目的 
本研究では、ポートフォリオの内容を分

析し、学生へのアドバイスやロールモデル
の提示を行う支援環境に関する基礎研究を
行う。さらに教員ポートフォリオと学生ポ
ートフォリオを比較し、教員と学生間での
意識の違いを検証するツール群の開発も視
野に入れる。 
３．研究の方法 
（１）他大学の事例を調査し、取組の違いや
学生指導の方法論の違いを明らかにする。ま
た、ポートフォリオデータの分析を行い、基
準作りや知識モデルの研究を行う。また、電
子ポートフォリオシステムの導入実績のあ
る国内と海外の大学に対して、電子ポートフ

ォリオを使った学生指導方法について、調査
する。また、ポートフォリオの活用は、初等
中等教育において進んでおり、その先進的な
事例は、大学教育にも有効であることから、
その事例も調査する。特にルーブリックに注
目して、事例を収集する。これを学士力や社
会人基礎力の評価に、ルーブリックを使った
評価基準の設定に関する研究に役立てる。 
  
（２）要注意学生のスクリーニング方法を検
討(ポートフォリオデータの分析)する。本学
の電子ポートフォリオシステムの運用によ
り蓄積された 2年分のデータから、成績不審
者、生活の乱れ、心の病等に関係した学生を
抽出し、要注意学生のスクリーニングの方法
を検討する。 
 
（３）ポートフォリオの内容の分析、及び各
種ドキュメントを自動生成するために用い
る知識ベースを構築に関する研究を行う。保
守性や記述性の良い知識表現やそのプログ
ラミング手法を考案することが重要になる。
また、知識ベースを実際に構築する。電子ポ
ートフォリオの記録から、学習成果の評価を
行い、学習成果の証明ができないかを検討す
る。そこで、我々が所属する大学を例にして、
卒業して身につくラーニングアウトカムに
関連して、独自の判定基準を確立し、学生の
質を保証できる体制を構築するための研究
を行う。これらを踏まえて、学生の学習成果
を分析してその到達度を証明するドキュメ
ントの生成を行うことを目標とする。 
 
（４）本学の電子ポートフォリオシステムで
は、キャリア教育の中で取り組んだ資料をポ
ートフォリオシステム内に蓄積させ、将来の
就職や進路の決定や就職活動の際に利用で
きるようになっている。また、内的キャリア、
外的キャリアの変化の記録など、独自の機能
も持っている。このキャリアポートフォリオ
を分析し、記入すべき内容を精査する。 
 
 
４．研究成果 
全国の大学に対して郵送による利用状況

の調査を行った 30％大学が活用しているこ
とがわかった(H24 年時点、回収率 29.5％)。 
例えば、2008 年の中教審答申(学士課程答申)
をきっかけに、ポートフォリオの導入が進ん
でいる(図１参照)ことがわかる。 
また、本学のポートフォリオの利用状況に

ついても調査を行った。その結果、成績のよ
い学生ほど、きちんとデータを蓄積している
ことがわかった。成績不振者ほど、入力して
いないことが、わかった。また、成績優秀者
でも当初はきちんと入力しているが、勉強を
優先させるために余計な手間を嫌う傾向に
ある。継続的に活用させるためには、授業内
容と関連させて、何らかの強制力が働くよう
な形が必要であることもわかった。本学では、



キャリア関連科目の中で、 e ポートフォリ
オの活用を義務づけているが、年間を通して
確実に利用されていることがわかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：ポートフォリオの導入時期 
 
 

 教職課程の履修者に学習ポートフォリオ
を記入させるために、教職履修カルテと連動
したシステムを設計した。その結果を用いて
実システムを大学が開発し、運用を開始する
ことができた。図１に開発したシステムの画
面の一部を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図２：教職ポートフォリオシステムの画面 

 
 
電子ポートフォリオを活用する場合と紙

ベースのワークシートに記入しファイルに
蓄積する方法を比較した。授業と連動して授
業中に作成する紙ベースのポートフォリオ
であれば、通常の教室で授業が実施でき、出
席していれば、全員が記入する。しかしなが
ら、電子化されていないため、学生の管理が
いい加減な場合、紛失等が発生し、ポートフ
ォリオの意味をなさなくなる事例があった。
この紙の利便性を活かすためのシステムの
在り方として、紙上に記入したポートフォリ
オを PDF 化し、それを蓄積する方法が良いこ
とがわかり、システムを設計した。本研究の
範囲をこえるため、設計資料を大学に提供し、
自己成長記録データベースとして実現した。
図２に開発したシステムの画面を示す。 
 また、これまで、開発してきたポートフォ

リオシステムの機能や利用状況について整
理するとともに、キャリアポートフォリオに
ついて活用事例をまとめた。さらに入力すべ
き項目について整理しつつ、入力支援機能に
ついても整理することができた。 
 「教職履修カルテについて」における「必
要な資質能力の指標」は 5段階による自己評
価を行う。その一方で、どの科目を履修すれ 
ばどのような資質能力が身に着くか，科目の
シラバスを同指標に紐付けることにより，成
績と自己評価を対比させることで自己評価
の検証を半自動的に行うことがわかった。 
 1 つの指標と１つの免許法科目が対応して
いるわけではなく、1 つの指標に複数の免許
法科目が関連している場合や，1 つの科目が
複数の科目に対応している場合がある。この
ためシラバスを参照し、担当教員や担当事務
と協議の上、関連性および寄与率を算出する 
 
 

図３：自己成長記録データベース 
 
必要がある。免許法科目で定められている教
職に関する科目は，多くの大学において 10
科目～20 科目程度であるため、手作業による
紐付け作業により寄与率の算出が可能であ
ることがわかった。例えば、図４の場合、免



許法科目名「生徒指導の理論及び方法進路指
導の理論及び方法」の成績がＳ（５），の寄
与率が 70%，「教育の方法及び技術（情報機器
及び機材の活用を含む）」の成績がＡ（４），
寄与率が 30%の場合、次のように計算する。 

 
 
 
 

 
図４：自己評価の成績の対応づけ 
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